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観測部月報
＊

東亜天文協會

★流星課だより　（107）　　　　　　　課長　小唄孝二郎

十月目流星群中，最も顯著なものは下旬のオリオン双子の流星群である．本

年は，24日が下弦になるので，観測には，むしろ，條件が悪い．昨年も，一昨

年同様，極大の頃は，一時間4均30～40個の流星を見得たのであるから，本年

度も充分の注意を促したい．英國のP．M．　Prentice氏が護見したところによ

れば，この流星群は，少くとも千個以上の，別々の流星群が混成せるものであ

って，ヂニング品等が“停止輻射黒占”と心したのは，これ等の混同に基くもの

としてみる．（Journal　B．　A．　A．，　vo1．46，9）かNる事實の調査は，微光の流

星を奉よりにするか，叉は篤眞的方法が有効と思ふが，輻射貼附近の長時に亘

る襯測が叉有効であることをのべて，流星課員の奮起を希回する．

9日前後のジヤコビ＝流星群，及び本月下旬から十一月にかけて活動する牛

座群の注意も肝要である．

　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×

　前回報告後，到着した観測は，下の通りである．

　　　山　人　武　正　（香川縣）　　七　月

　　　吉井耕一（廣島縣）　 五月（第二）
七月末，筆者が観測した水瓶座δ流星群の，槻測結果の概略は次の様である・

　日高　　開始一二了
七月29一・30日　　22時45分一〇時05分（80分）

　　3CF31　　　23時20分一一一〇時50分（90分）

流星数　　zk瓶δ群

　22　11
　33　11
　　（1940－8一一一2）

★掩蔽課の報告

　金星の掩蔽の観測　　去八月1日，早曉の東天に於いて金星が月のために掩蔽さ

れた現象は，急報436に豫報した通り．山本一清博士は此の現象の観測を確保

するため，七月31日午後京都稜西下，岡山で水野主事と會合，同道して同日21

時倉敷天：文豪着．休憩の後，翌朝3時，會k來集した有志家数名と共に槻測に

着手した．室は極めて淡い巻雲があったが，土星や木星を始め，・一等級の星は

明らかに見えてみた．風は殆んど無かった．山本博士は岡林滋樹氏を助手とレ
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38センチの反射鏡に200倍の僖率を用みつL，下の如き結果を獲た．

　　　金星の北角が月の輝線に接鯛　　　　4時30分39秒

　　　　〃　南角　　　〃　　　　　　　　4　31　17

　　　　〃〔タ1ミネ1タ〕〃　　　43126
　　　　〃輝檬　　〃　　　　　43140．9
　次いで日出直後，5時32分頃，金星が月の暗橡から出現する筈であったが，

あひにく室には雲が塘し，東天を掩ふたので，観測は不能に絡つた．（急報437）

　樹ほ，此の掩蔽は香川縣の久保茂氏・其の他多くの人々が各地で観測された

由，報告に接した．

★太陽　課
　報告者15名，その中，新報二者二君を紹介します．永績を望みます．

　　　金山　明君　　30mm屈折機，×26，投影　　尼ケ崎市昭和南通

　　　樋口　操君　　25〃　〃　，×50，直覗　　大阪市北甚

　七月は，度々塵風が襲って來たりして，悪天候に絡始した月であった．全員

で捕へても，8ケ日が訣測になった．個人的に見ても・千葉の江川氏が28ケ圓

の観測を途行された以鰯多い観測者は無い・以上のやうな理由で・詳しV・様

子が全然分らないと云ってよV・が・16日子午線を通過した群（98。＋7。）は大群

であった．次に，新群は瀬戸では33群認め，北牛球15群，南半球18群であっ

た．そのうち，東端から出現のもの8群・途中突獲のもの8群・悪天候のため

何れか不明のもの17群であった．

　高緯度群としては，北四球では，20日出現の群（0。十27。）であり・南孚球で

は3日出現の群（198。一21。）であった．（以上“黒門占日記”第6號より）

　今月も例月通り沓掛，津留氏等より黒顯緯度の報告を受納した・沓掛氏の最

高緯度群は，』北孚球では，19日で25。，南・宇球では3日で20。である．

　次に，経緯度観測者のため9～10月の必要な歎値を示します．

時
O　U．　T．

　月　日

9　1

　7
　14
　21

　30
10　7

　14
　21

　30

　P。

　む＋21．13

22．56

23．96

十25．07

26．01

26．35

26．35

25．97

24．93

B。

　む
十7．20

7．25

7．21

＋7．06

6．73

6．36

5．89

＋5．34

4．51

L。

　む197．59

115．35

25．92

293．51

174．74

82．38

350．03

257．70

139。01
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v一 太陽一襲相丁数報告（1940年7月）
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饗光星観灘結果概況（2） Results　of　Observations　of　Variables．

oCet（ミラ型）
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04．9　7．1　Yd
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27．0　7．9　〃

’

RCrB（不規則）

1939VII～XII（48Est）

9451．0　9．5　Kb

52．1　9．3　0b
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91．0　9．8　　ノ！
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9556．9　7．6　Ys

@74．9　7．5　’！

@91．9　6．9　〃

15．0　6．4　Kb

P7．0　63　　〃

Q1．0　6．4　〃

Q8．9　6．4　〃

κCyg（ミラ型）
噛．

242

X451ρ　9．9　Kb

@67。0　9．9　ノ／

@90．0　10．1　　”

X511．0　10．1　〃

@74．9　10．2　〃

X607．9　10．4　〃

@09；9　10．7　〃

@　12．4　10．5　〃

1939XIII～XI（16Est）
CI　Ori（不規則）

1939XII（1Est）　　　　　　　　　一

242

X572．0　4．7　0b

βLyr（食） αOri（μCep型）
一　　．

1939XII（1　Est） 1939X～XII（11Est）

242

X4gqρ　6．3　Kb

@　91．0　6．4　〃

@　95．0　6．2　〃

X506ρ　　62　　〃

@　11．0　6．4　’！

@　12．0　6．3　〃

@　20．0　6．1　Ys

@　30，1　6．6　〃

@　31．0　8．3　Si

@　37．0　7．O　Ys1　　37．0　7．3　Si

@　37．9　7．3　　〃

@　43．0　7．1　Ys

@　749　9．2　　〃

@　9L9　9．9　〃

242

X604，9　4．4　Tr

　86．0　1L5　0b

@87．0　11．4　　〃

@87．0　11ρ　Kb

@90．0．10．5　0b

@90ρ　11．O　Kb

@92．0　112　0b

@92．0　11．O　Kb

@93．0　1L3　0b

@93．0　11．O　Kb

@95．0　11．0　〃

@96．0　11．0　　’ノ

X504．9　11．0　〃

@07．0　112　　〃

@10．0　1L2　　’ノ

@12．0　11．2　〃

@14．0　1L1　〃

@26．0　1α9　〃

@28．0　11．2　　〃

@29．0　11．2　　〃

@31ρ　112　〃

@36．9　11．2　’！

@42：9　1L1　〃

@49．0　10．9　〃

@65．9　11．2　　〃

@72．9　11．2　　〃

@73．9　11．3　　〃

@74．9　11．3　〃

VOph（ミラ型）

1939VII～VIII（4Est）

242

X452．0　10．5　0b

@　59．0　10．5　〃

@　64．0　10。5　〃

@　83．0　10．4　　〃

242

X566．1　05　Si

@67．3　0．6　　〃

@69．1　0．6　　〃

@71．2　0．6　〃

@74．1　0．7　〃

@　76．2　0．7　〃

@　78．1　0．6　〃

@　79．1　0．6　　〃

@　82．1　0．8　Kb

@　82．3　0．6　Si

X6172　1．O　Kb
　　　　　　　　　　　　RS　Oph（類新星）1939X～XII（5　Est）

βPer（食）

TX　Dra（牛規則）一～　　．．，　．一騨　　＿＿一＿一．＿．＿＿一

Q42

X551．0　7．9　Tr

@　54．0　7．9　　〃

@　72．0　8，0　〃

@　75．0　8．0　〃

X604．9　7．9　〃

sOri（R　CrB型） 193σIX（1Est）

一1939XI～XII（2　Ert） 　　　　　一一Q42

X537．0　24　Tr
242

X583．110．0　0b

X602．0　1．03　〃

ρPer（μCep型）

242

X447．0　11，1　Kz

@51．0　10．9　Kb

@53．0　11．3　Kz

@　60．0　11．1　Kb

@　64．0　11．5　0b

@　64．0　10．9　Kb

@　67．0　1L1　〃

@　68．0　11．1「〃

@　80．O　l1．1　〃

@　80ρi1．2　0b
@　83．0．11。1　Kb　　　　　・

@　84．0　11．0　0b

193g　ix（1　Est）

BL　Ori（μC6P型）

「　「　～　一　．　＿　r

@1939X　（2　Est）一～＿＿2429550．0　8．2　0b

@　54．0　8．3　〃

19391X～XII（7　Est）

242

X537ρ　4．1　Tτ

RSc1（ミデ型）

DQ　Her（新星）

242

X530．3　6．4　Kb

@610．0　6．5　〃

@　13．0　6．4　〃

1939X～XI（4　Est）

1939VII～XII（8　Est） 85．0　．11．1　Kb 242
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　　　　一一，

9557．0　7．9　0b RSct（牛規則） WSgr（δCep型） 　　　　　　　　　　一
X5559　9。0．　〃

70ρ　7．9　’！
1939ix（6　Est） 1939ix～X（2　Est）

56．9　9．0　〃

79．0　7．7　　〃 58。9　8．6　〃

98．0　7．9　　’！ 242 242 64．9　8．6　　〃

　RSco（ミラ型）一　一

9516．0　5．4　Ys

@18．9　54　　〃

9537．0　3．3　Tr

@38．0　4．4　〃

65．9　9．0　〃

U7．9　8．5　〃

1939VII（2　Est） 19，9　5．5　　’ノ
RY　Sgr（R　CrB型）

69．9　8．6　’ノ

21．0　5．5　　〃 73．9　8．5242

X461．0　10．7　0b
36．0　5．3　Tr 1939VII～X（9　Est）

　　　　　　　　　〃

V4．9　8．5　〃

64。0　1LO　　’！
37．0　4．8　Ys 242 77．9　8．5　〃

78．9　8．9
1　一 RT　Ser（新星？） 9463，0　7．5　0b 〃

SSco（ミラ型） 80．9　8．964．0　7．5　〃
’
ノ

1939VII～VIII（4Est）
1939VII（2　Est） 83。1　7．2　　’！ AR　Sgr（RV　Tau型～

242 84．0　7．4　　〃

～
242

9457．1　9．8＞Ob 90．0　7．1　　〃
1939VII～XI（17　Est｝

9461．0　10．0　0b
61．0　9．6＞〃 91．0　7．1　’！ 　　　　　　　　～Q42

64．0、1L9＞〃
64．0　9．6＞’／ 92．0　7．1　　〃 9452・0　9．2　0b

RR　Sco（ミラ型） 84．0　9．8＞〃 9536．9　7．3　　〃 57。0　9．3　〃

1939VII～IX（9　Est） RSgr（ミラ型）
379　7．3　〃 60．1　9．3　　ヶ

一
Q42 1939VII～X（7　Est） SU　Sgr（？） 　　　　　　　　　’ノ

W3．0　9．7 〃

9451．0　8．4　0b Q42 1939VII～XI（29　Est） 86．0　9．4　〃

57．0　7．9　　〃 　　　　　　　　　　　rX453．1　9．6　0b 242 90．0　9．7　〃

63．0　7．8　　〃 57」　　9．8　　’！
9452．0　8．5　0b

91．0　9．3　〃

83．0　6．8　　〃 63．0　1α1　　’！ 57．0　8．5　　〃 9517・0　9．4　ヴ

90．0　6，0　　〃 83．011。1＞〃 60．1　8．4　　’！ 18・9　9．4　〃

92．0　6。2　　〃 86．011．1＞・！ 63．0　8．5　　〃 36・9　9．4　〃

951L9　5．3　　ノノ 90．OI1．1＞・／ 83．0　8．6　　’／ 67・9　9．9　〃

19．9　5．5　　〃
95549　9．7　〃 86．0　8．5　　〃

69・9　9．5　’！

26．9　5．3　　ヴ

SSgr（ミラ型） 90．0　8．6　　ノ／ 73．910．2　〃

74．9　10，3
　91．0　8．5　’ノ

X511．0　8．5　　〃

　　　　　　　　　〃

V7・910．3　〃

1939VH～VIII（6Est）
　　　　　　　　「　冒　　　醒　．　一　　酊　一　　一　　「　　一　｝　　圃

Q42 11．9　8．5　　〃 78・910．4　〃

242 9453．110．2＞Ob 17．0　8．5　　〃 RR　Tau（R　CrB型）

945LO　9．6　0b 59．111．1＞、” 18．9　8．5　　〃

一57，0　9．5　　’／ 63．011．1＞〃 20．0　8．5　〃
1939X～XII（45　Est）

．　一　＿

@　～63．0　9。6　　〃 83．01Ll＞’！ 20．9　8．5　　〃 242

83．0　9．7　　γ 86．011．1＞・／ 36．9　9．0　〃 9550・112。6　K2
87．0　9，5　　’／ 90．011．1＞’！ 37．9　8．6　　〃 57．01L9　〃
92．0　9．7　　」’ 9554．910．0＞’ノ 49．9　9．2　　〃 58．011．7　〃
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9563．2 11．3 Kz 9583．1 12．1 Kz 9617．9 n．5 Ob 9609．9 9．1 Kb
65．1 11．3 〃 85．0 12．8 〃 18．0 12．1 Kz 12．9 9．1 ’

／

66．1 11．4 〃 88．0 12．8 〃 20．0 11．7 ヴ 18．0 9．1
ノ
ノ

69．1 1L4 ’
！ 93．0 12．5

’
ノ 21．0 11．27 ’

／ 21．0 9．1 〃

70．0 1L4 〃 94．1 12．7
ノ
ノ 21．9 11．2 ゲ

72ユ 11．4
ノ
ノ 95．0， 12．1

ノ
！ 23．9 1L4 〃

RTr至 （ミラ型）

73．0 11．4 〃 97．0 12．5
’
ノ 24．9 11．7 ’

ノ 19391X～XI （6 Est）

75．0 11．5 〃 99．0 12．2 〃・ 26．1 11．8 〃
242

76．1 11．5 〃 9601．0 12．1 〃 27．0 1L3 〃
5515．0 8．0 Yd

78．1 1L7 ’
ノ 02．0 11．4 Ob

SU　Tau （RCrB型） 18．3・ 7．9
ノ
ノ

79．0 11．7 Ob 06．0 1L7 〃
19．3 7．9 ノ

／

79．1 12．1 Kz 07．1 11．5 Kz 1939XI～XII（7　Est）
54．0 8．9 〃

80．0 12．1 〃 079 11．5
’
！ 242

、68．9 9．5 〃

81．0 12．6 〃 129 1工0 Ob 9573．1 9．1 Kb
70．0 95 ヴ

82．0 75．112．6 ’
ノ 15．0 11．5 ゲ a5 〃

83．0 11．4 Ob 17．0 12．2 Kz 9602．0 9．2 〃 （終）

★黄道光課

　東京の中野繁氏から三月27，28爾

H夕刻の，叉，謬岡縣の醍醐正氏か

ら八月13，17白日曉天の観測報告を

受領した．火星と金星とが二黒占附近

に輝やいてるるため，妨げられ，輪

融も大に歪められてみる．

　今年後半ば金星が回天に見えるた

め，3も黄道光の妨げとなる．來年

にもなれば，年初の一ニケ月は西天

が槻測に適すると思はれるが，三月

頃からは木星が此の三野に入って來

る．來年の秋の曉室は大遊星の光り

の妨げがないから一事は良からう．

　　　　　　　　　　　　（山本）

・’　MAR＄．

’　tSATURN

馳？VENUS

　　　をJUPiTER

　巨匠qUR℃　’

、締、葦

今年の初め

五大遊星が夕

暮れの西国に

集まった時の

アメリカ．新聞

の切り扱きよ

り


